
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

平成２９年度 学校自己評価システムシート （ 県立浦和西高等学校 ） 

目 指 す 学 校 像 自主自立の精神を生かして、国際社会に貢献できる人材を育成し、地域に信頼される進学校       
※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        
達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 確かで高度な学力を確立し、第一志望を実現する質の高い授業の実践 

２ 地域に信頼され貢献できる生徒の育成（信頼される人間力の育成） 

３ たくましく健やかな心身の育成  

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   出席者 学校関係者     ８ 名 

    生徒         ８ 名 

    事務局(教職員)  １１ 名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２ 月 １ 日 現 在 ）  実施日 平成３０年 ２月１７日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

 国公立大学･難関私立
大学への希望者は年々増
加傾向であるが、現役合
格者数は平成 27 年度を
ﾋﾟｰｸに減少傾向である。 
 より高いレベルで生徒
の第一志望を実現するた
めには、質の高い授業の
実践が必要である。 

高い志をもって目標を
設定し、最後まで諦める
ことなく第一志望実現に
挑む生徒を育成する。 
生徒一人ひとりの進路

希望を実現する質の高い
授業を実践する。 

１ 高い志と学力の育成･第一志望の実現 
①組織的な進路指導体制の構築と取組の実践 
②進路情報の積極的な提供、進路相談や個別 
 面談等の実施によるきめの細かい進路指導 
③大学生出張講座･講演会の開催 
④校長による全学年生徒面接 
⑤骨太ﾘｰﾀﾞｰ育成ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ事業･ｻｲｴﾝｽｱｶﾃﾞﾐｰ事 
 業への参加 
⑥ﾋﾞﾌﾞﾘｵﾊﾞﾄﾙへの参加、授業での図書館利用等 
 を通じた読書活動の充実 
 
２ 質の高い授業の実践 
①生徒による授業評価ｱﾝｹｰﾄ･ｼﾗﾊﾞｽ･西高 CAN-DO 
 ﾘｽﾄを活用した PDCA に基づく授業改善 
②授業見学･県外視察･研究授業･学校間交流･研 
 修会等による授業改善の取組の推進 

１ 高い志と学力の育成･ 
 第一志望実現の状況 
①②③④ 
 国公立･難関私立大学現 
 役合格者数:10%増加 
⑤事業参加生徒数:20%増加 
⑥貸出図書数:10%増加 
 
 
 
 
２ 授業改善の状況 
①授業満足度率･西高 CAN-DO 
 ﾘｽﾄ達成度率:85%以上 
②参加教員数:10%増加 

１ 国公立大・難関私立大学への意識が高まっ 

 ている。 

①②国公立大現役合格者数は 12 名→昨年度 8 

 名(2/1 現在)。ｾﾝﾀｰ試験は 99%(前年 97%)が 

 受験。5教科 7科目受験者は 38%(前年 32%)、 

 平均点も昨年比約 20 点増。 

③大学生出張講座として 14 講座実施。 

④校長による全生徒との面接実施。 

⑤骨太 7事業 68 名参加、ｻｲｴﾝｽｶﾃﾞﾐｰ 13 回実 

 施、のべ 187 名参加。 

⑥ﾋﾞﾌﾞﾘｵﾊﾞﾄﾙには、１年生全員参加。本に興味 

 を持った生徒は増えたと思うが、貸出図書数 

 は若干減少。 

２ 授業評価ｱﾝｹｰﾄ・西高 CAN-DO ﾘｽﾄ・ｼﾗﾊﾞｽ・ 

 授業相互見学・県外視察により、授業の質は 

 向上している。 

①授業満足度 82.6%・西高 CAN-DO ﾘ ｽﾄ達成率 

 73.3%と目標値を下まわった。 

②授業相互見学 284 回 10％増の目標達成。 

Ｂ 

・「西高復活！更なる 

 躍進」の実現に向 

 け、進路指導部を軸 

 とした組織的な進路 

 指導体制の構築と、 

 質の高い授業に取り 

 組んでいく。 

・高大接続改革に対応 

 するため、生徒の活 

 動成果ﾃﾞｰﾀの一元化 

 に向けた、ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ 

 の導入及び円滑な活 

 用を推進していく。 

・新学習指導要領の施 

 行に向けた、教育課 

 程の編成及び授業改 

 善に取り組んでい 

 く。 

 

・ここ数年で進学実績が向上するなど、 

 様々な改革によって学校全体のレベル 

 が上がってきていると感じるが、ここ 

 から更にレベルアップしていくための 

 取組が重要である。 

２ 

本校に対する地域から 
の信頼は高まっている。 
これまで以上に信頼を 

高めるためには、生徒･
保護者･学校が一体とな
って、地域や社会に貢献
するとともに、学校情報
を積極的に発信していく
必要がある。 

情報量の維持とともに
質(内容･適時性･ﾆｰｽﾞ等) 
の高い情報を発信して、 
地域に開かれた学校づく
りを推進する。 
自ら率先して地域との 

交流や社会貢献活動に 
取り組むことができる 
生徒を育成する。 

１ 本校の魅力･取組･生徒の活動の発信 
①学校通信の毎月発行･ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの随時更新 
②中学校訪問及び本校への訪問促進 
③学校説明会･土曜公開授業等の活用 
 
 
２ 地域との交流活動･社会貢献活動の拡充 
①小学校･中学校･高校･特別支援学校等との連 
 携した交流活動の実施 
②地域との交流活動(斜面林友の会･地元自治会 
等)の実施 

③社会貢献活動(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･被災地支援等)への 
参加促進 

④PTA･後援会行事の情報発信 

１ 情報発信の状況 
①ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 
・更新:月間 20 回以上 
・ｱｸｾｽ数:50 万回以上 
②来校者:10%増加 
③入試倍率: 1.50 倍以上 

 
２ 社会貢献活動等の状況 
①小学校等との交流活動: 
②地域との交流活動: 
③社会貢献活動: 
参加生徒数 10%増加 

④PTA･後援会･地域住民参加  
 数: 10%増加 

１ 様々な情報発信の結果、多くの来校者を迎 

 え、信頼を得ることができた。 

①更新回数 381 回：月平均 38 回。ｱｸｾｽ数 29 万 

  件超。 

②学校説明会全７回実施、参加者は 4332 名昨 

 年比 10％増達成(昨年 3702 名)。土曜公開授 

 業は全 15 回実施。 

③12 月現在の進路希望状況調査で 2.07 倍(過去 
 10 年間で最高)を達成。 

２ 地域社会への貢献について、生徒の意識は 

 高まっている。 

①②③小学校交流は、39 名の生徒が参加。中学 

 校出張授業には、教員 10 名参加。ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・ 

 市民活動に約 300 名参加。10％増達成。 

④PTA･後援会行事を西高 HP で案内。 

Ａ 

・地域に信頼される西 

 高を目指し、更なる 

 情報発信の工夫と、 

 開かれた学校づくり 

 に努める。 

・県教育環境整備基金 

 の協力を呼びかけ、 

 ｸﾞﾗﾝﾄﾞ照明施設の設 

 置を実現する。 

・地域との交流活動や 

 社会貢献活動をより 

 充実させていくた 

 め、PTA・後援会や西 

 麗会との連携をより 

 強化していく。 

 

・ＨＰの更新の頻度が多く、生徒たちの 

 活躍や学校の様子が知ることができて 

 良い。 

・斜面林友の会への参加生徒が増えてい 

 ることや、ボランティア活動への積極 

 的な参加など、地域活動や社会貢献活 

 動に対し、生徒たちの高い意識が感じ 

 られ嬉しく思っている。 

３ 

「自主自立」の精神の
下、節度ある学校生活を
送る生徒が増加してきて
いる。 
今後より一層、リーダ

ーとしての資質を向上さ
せるためには、自らチャ
レンジしようとする生徒
を育成する必要がある。 

 部活動や生徒会活動に
積極的に参加し、学習面 
･生活面で自己管理する
能力を持ち、自ら考え行
動できる生徒を育成す
る。 

１ 自己管理能力の育成 
①朝学習･家庭学習の奨励･支援 
②部活動･生徒会活動･学校行事の充実 
③自己管理能力(目標･時間･生活)の育成 
 
 
 
 
２ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ(異文化理解)教育の推進 
①ｵｰｽﾄﾗﾘｱとの交流 
②留学生の受入、海外派遣事業への参加 

１ 自己管理能力の状況 
①授業以外の自主的学習時 
 間(朝学習･家庭学習等): 
20％増  

②部活動加入率:95%以上 
 生徒会活動･学校行事: 
執行部参加生徒数 10%増加 

③遅刻者数年間 500 回減 
 
２ 推進の状況 
①② 
 海外派遣･異文化交流: 
応募･参加生徒数 10%増 

１ 自己管理できる生徒が確実に増加。 

 ①朝学習は全生徒に定着している。家庭学習に 

  ついては、4月当初からは増加傾向である。 

 ②部活動加入率は、101%(兼部含)。ｻｯｶｰ部が 30 

  年ぶりとなるｲﾝﾀｰﾊｲに出場。選手権予選では 

   準優勝。関東大会に弓道部が出場。生徒会を 

   中心に、伝統を継承し充実した学校行事が運 

   営されている。 
③1月末までの遅刻数は、917 回と昨年度より 
 増加傾向。(昨年 837 回) 

 ２ 海外での文化交流を希望する生徒が増加傾 

 向である。 

 ①ｵｰｽﾄﾗﾘｱ研修に 20 名派遣。ﾀﾝﾎﾞﾘﾝ高校から 22 

  名受入。 

 ②現在、ｽﾍﾟｲﾝに 1 名留学中。また、ｲﾀﾘｱから 1 

  名、ｱﾒﾘｶから 2名本校に留学中。県及び民間 

  団体海外交流ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに 5 名参加。3月に埼玉 

   国際ｻｯｶｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ国際交流事業として、本校 

   に韓国ﾁｰﾑが来校。 

Ａ 

・『自主自立』の精神 

 の下、「自学自習」 

 「文武両道」を目指 

 す。 

 

・生徒会本部役員への 

 立候補者を増加させ 

 る。 

 

・国際社会に貢献でき 

 る人材の育成に向 

 け、より一層ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 

 教育の推進に努め 

 る。 

 

・留学生を積極的に受け入れていること 

 に関しての取組は素晴らしいと思う 

 が、留学生との関わりという点では弱 

 いように感じる。せっかくの機会を活 

 かし、もっと交流を深められると良 

 い。 

・交通マナーについては、もう少し改善 

 してほしい。 



（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 
 


